
 

平
成
二
十
九
年
度
広
域
商
店
街
活
性
化
事
業
資
金
を
利
用
し

て
俳
句
大
会
と
江
戸
の
美
日
本
舞
踊
と
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
は
一
般
的
に
は
日
常
着
物
を
着
て
生
活
す
る
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
無
く
な
り
ま
し
た
。
私
が
小
学
校
入
学
す
る
昭
和
十
六

年
頃
ま
で
は
毎
日
着
物
生
活
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
母
も
一
日

中
着
物
を
着
て
い
ま
し
た
。
女
性
の
着
物
姿
は
な
ん
て
美
し
い

の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
着
物
姿
が
一
段
と
美

し
く
見
え
る
日
本
髪
で
着
物
姿
の
芸
者
さ
ん
た
ち
の
踊
り
を
皆

さ
ん
に
見
て
頂
き
た
い
と
企
画
致
し
ま
し
た
。
新
年
一
月
か
二

月
に
南
千
住
駅
前
で
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
ご

覧
の
上
、
多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
三
月
に
素
盞
雄
神
社
で
盛
大
な
俳
句

大
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
松
尾
芭
蕉
は
南

千
住
（
江
戸
時
代
の
地
名
は
小
塚
原
）
か
ら
お

く
の
細
道
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。
素
盞
雄
神
社
に

は
芭
蕉
旅
立
ち
の
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

南
千
住
駅
西
側
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
素
晴
ら

し
い
松
尾
芭
蕉
の
銅
像
も
立
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
南
千
住
七
商
店
街
で
開
催
す
る
俳
句

大
会
に
は
、
一
席
十
万
円
の
賞
金
を
付
け
ま
し
た
。
投
句
箱
は
、

コ
ツ
通
り
、
仲
通
り
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
三
ノ
輪
、
間
道
、
六
本
、

べ
る
ぽ
ー
と
汐
入
と
南
千
住
七
つ
の
商
店
街
に
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。
頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
。
今
か
ら
五
七
五
と
一
句
を
読

み
た
め
て
投
句
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
新
聞
広
告
、
ポ
ス

タ
ー
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

十
二
月
六
日
に
荒
川
の
花
街
つ
い
て
私
が
講
演
を
致
し
ま
す
。

お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
。
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

去
年
私
の
長
女
が
ト
ル
コ
人
と
結
婚
し
ま
し
た
。

十
月
に
孫
（
女
の
子
）
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
一
歳
の

誕
生
日
を
祝
う
た
め
に
二
十
一
日
（
火
）
か
ら
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
行
っ
て
き
ま
す
。
ト
ル
コ
人
は
日

本
人
が
好
き
な
よ
う
で
す
。
た
い
へ
ん
優
し
く
接
し

て
く
れ
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
毎
年
ト
ル
コ
に
行
っ
て
い
ま
す
。
航
空

券
は
七
万
二
千
円
で
、
税
金
や
手
数
料
を
合
わ
せ

る
と
往
復
約
九
万
円
で
す
。
ト
ル
コ
航
空
の
直
行

便
で
十
二
時
間
く
ら
い
飛
行
機
に
乗
り
ま
す
。
イ

ス
ラ
ム
圏
で
す
が
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
も
普
通
に
飲
め

ま
す
。
ト
ル
コ
の
イ
ン
フ
レ
は
有
名
で
し
た
が
、
そ
れ

で
も
日
本
の
物
価
の
約
半
分
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

す
。ト

ル
コ
料
理
は
世
界
の
三
大
料
理
の
一
つ
で
、
安

く
て
た
い
へ
ん
お
い
し
い
で
す
。
特
に
乳
製
品
は
私

の
好
み
で
す
。
ま
た
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の
船
で
売
っ

て
い
る
、
サ
バ
サ
ン
ド
は
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
サ
バ

を
揚
げ
て
コ
ッ
ペ
パ
ン
の
よ
う
な
パ
ン
に
は
さ
ん
で
、

レ
モ
ン
を
ち
ゅ
っ
ち
ゅ
と
か
け
食
べ
ま
す
。

ま
た
、
ト
ル
コ
の
魔
よ
け
の
ナ
ザ
ー
ル
・
ボ
ン
ジ
ュ

ウ
と
い
う
飾
り
物
を
お
土
産
に
買
っ
て
き
ま
す
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
行
っ
て
き
ま
す

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
先
月
、
広
島
県
の
瀬

戸
内
海
に
あ
る
「
大
崎
上
島(

お
お
さ
き
か
み
じ
ま)

」
を
、
い
つ
も
の
よ
う

に
Ｌ
Ｃ
Ｃ
日
帰
り
で
旅
し
て
き
ま
し
た
。

山
の
上
の
広
島
空
港
か
ら
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
揺
ら
れ
て
30
分
、
竹
原
港
か

ら
小
さ
な
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
ま
し
た
。
目
指
す
大
崎
上
島
は
、
荒
川
区
の

４
倍
ほ
ど
の
面
積
で
、
人
口
は
８
千
人
弱
の
離
島
（
＝
本
州
と
は
橋
が
架
か
っ

て
い
な
い
）
で
す
。
山
田
洋
次
監
督
の
映
画
「
東
京
家
族
」
の
ロ
ケ
地
と
な
っ

た
古
い
町
並
み
が
残
り
、
造
船
業
と
、
み
か
ん
や
レ
モ
ン
の
栽
培
が
主
な
産

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
も
の
島
を
見
な
が
ら
、
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
の

船
旅
を
楽
し
む
こ
と
約
30
分
で
、
島
の
玄
関
口
・
垂
水
港

に
到
着
で
す
。
こ
こ
か
ら
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
、
島
を
時

計
回
り
に
一
周
し
（
＝
山
手
線
一
周
の
距
離
と
ほ
ぼ
同
じ
！
）
、

途
中
の
郵
便
局
で
旅
行
貯
金
を
、
丘
の
上
に
あ
る
ホ
テ
ル

で
日
帰
り
温
泉
を
楽
し
み
ま
し
た
。
郵
便
局
で
は
私
の
よ

う
な
観
光
客
向
け
に
絵
入
り
の
ス
タ
ン
プ
が
用
意
さ
れ
て

お
り
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
露
天
風
呂
か
ら
は
、
芸
予
諸
島
の

多
島
美
が
一
望
で
き
、
ま
さ
に
至
福
の
一
時
で
し
た
。
海
沿
い
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
は
爽
快
そ
の
も
の
、
途
中
の
造
船
所
脇
で
は
建
造
中
の
大
型
船
を
間
近

で
眺
め
ら
れ
て
迫
力
満
点
で
す
。
民
家
軒
先
の
無
人
販
売
所
で
は
、
特
産
の

レ
モ
ン
が
何
と
５
個
入
り
で
100
円
！
も
ち
ろ
ん
お
土
産
に
買
っ
て
帰
り
ま
し

た
。
足
は
か
な
り
疲
れ
ま
し
た
が
、
記
憶
に
残
る
楽
し
い
旅
で
し
た
。
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休
業
日
の
ご
案
内
【
土
・
日
・
祝
は
営
業
し
ま
す
！
】
★

11
月
・
12
月
…
毎
週
（
火
）
が
休
業
で
す
。

※
年
末
年
始
の
休
業
日
は
、
次
回
ご
案
内
い
た
し
ま
ず
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

土
・
日
・
祝
…
AM
10
時
～
PM
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

お
座
敷
遊
び
「
江
戸
の
美
」

瀬
戸
内
の
離
島
「
大
崎
上
島
」
を
旅
す
る

杉
山
さ
ん
が
語
る
歴
史
「あ
ら
か
わ
の
三
業
地
」

日
時

平
成
29
年
12
月
６
日（
水
）午
後
２
～
４
時

場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
第
３
会
議
室

お
申
込
み

あ
ら
か
わ
地
域
活
動
サ
ロ
ン
ふ
ら
っ
と
・
フ
ラ
ッ
ト
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12
月
２
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り
、
荒
川
区
内
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
お
買
い
物
券

が
発
売
さ
れ
ま
す
。
当
店
で
も
全
て
の
商
品
・
宅
急
便
運
賃
お
支
払
い
に
ご
使

用
頂
け
ま
す
の
で
、
是
非
お
近
く
の
販
売
所
で
お
買
い
求
め
下
さ
い
！


